
10
月
１
日
か
ら
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
し
た

　
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
を
進
め
、
将
来
に
渡
り
安
心
で
お

い
し
い
水
を
届
け
る
た
め
、
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
し
た
。
下
水
道
使
用

料
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
用
期
間
が
10
月
１
日
を
ま
た
ぐ
場
合
は
、

対
象
期
間
全
体
を
新
料
金
と
旧
料
金
で
算
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
日
割
計
算
し

て
合
算
し
ま
す
。

（
給
排
水
相
談
課
）

市
民
便
利
帳
を
10
月
に
全
戸
配
布

　
各
種
手
続
き
な
ど
の
行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
・
観
光
・
文
化
財
・
防
災

情
報
・
市
内
地
図
な
ど
を
ま
と
め
た
「
暮
ら
し
の
ナ
ビ
ブ
ッ
ク
（
市
民
便

利
帳
）」
を
市
内
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。
配
布
期
間
は
10
月
中
で
、
自

宅
の
ポ
ス
ト
に
直
接
投
函
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
11
月

中
に
広
報
広
聴
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
八
千
代
市
地
域
懇
談
会
の
参
加
者

　
地
域
福
祉
計
画
及
び
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
に
向
け
た
懇
談
会
の
参

加
者
を
募
集
。「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
市
内
在
住

の
成
人
対
象
、
定
員
50
人
。
開
催
日
時
、
場
所
は
市
域
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
市
社
会
福
祉
協
議
会
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３
）３
０
２
１
6（
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）９
７
８
７
か
、
福
祉
総
合
相
談
室
へ

●八千代の人口　19万9,398人（+123人）　男 9万8,608人（＋58人）　女 10万790人（＋65人）　●八千代の世帯　8万9,551世帯（＋113世帯）　８月末現在。（　）内は前月比

し
お
か
ぜ
ホ
ー
ル
茜
浜
が
オ
ー
プ
ン

馬
込
斎
場
の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
四
市
複

合
事
務
組
合
で
整
備
を
進
め
て
き
た
第
２
の
斎
場

「
し
お
か
ぜ
ホ
ー
ル
茜
浜
」
が
10
月
８
日
㈫
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
火
葬
炉
12
基
、
告
別
室
５
室
、

収
骨
室
５
室
、
待
合
室
15
室
、
式
場
４
室
、
遺
体

保
管
室
12
室
、
駐
車
場
３
０
２
台
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
習
志
野
市
茜
浜
３
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（
健
康
福
祉
課
）

●１か月の基本料金（消費税抜き）
口径 旧料金 新料金
13㎜ 490円 600円
20㎜ 1,370円 1,220円
25㎜ 2,320円 1,810円
30㎜ 3,600円 2,830円
40㎜ 7,400円 4,830円
50㎜ 12,700円 10,150円
75㎜ 33,800円 19,790円
100㎜ 68,600円 33,270円
150㎜ 185,000円 77,530円

●１か月の従量料金
　（１㎥あたり。消費税抜き）

水量 旧単価 新単価
1～10㎥ 40円 60円
11～20㎥ 75円 100円
21～30㎥ 145円 155円
31～50㎥ 240円
51～100㎥ 290円
101㎥以上 350円 330円

▲倒れた稲は茎や葉がコンバインに詰まりやすいので、刈り始めは特に注意しながら慎重に

▲東京湾を臨む開放的な斎場です

市
内
に
も
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
台
風
15
号

台
風
一
過
。猛
烈
な
暑
さ
の
中
で
稲
刈
り

９月９日の未明から朝にかけて、強い勢力を維持したまま千葉県を直撃した台
風15号の影響で、市内各地で倒木や家屋の損壊が発生。約１万2,000軒が停電し、
鉄道も運休に。特産物の梨は収穫直前の実が落ち、農家ではビニールハウスの骨
組みが壊れたり飛ばされたりするなど大きな爪痕を残しました。

地元の農家で組織する農事組合法人島田でも、収穫シーズンを迎えた多くの稲
が倒されました。再び雨が降ると稲穂が濡れて作業ができなくなってしまうこと
から、翌10日には稲刈りを再開。台風一過の猛烈な暑さの中、急ピッチで作業が
進められ、青空の下にコンバインの音が力強く響きました。

◆令和２年度
　入園・入所児童を募集………２・３
◆NHK「新・BS日本のうた」
　テレビ公開収録の観覧者募集……３
◆食品ロスを減らすために
　できること…………………………４
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